令和元年７月４日

　関係高等学校長 殿
愛知県立半田高等学校長  　鈴　木　　歩

半田高校ＳＳＨ「サイエンスレクチャー」（ご案内）
  盛夏の候、ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。

　さて、本校のＳＳＨに関する取組みをより詳しく知っていただくために、半田高校ＳＳＨ「サイエンスレクチャー」を下記の要領で実施します。自然科学系の部活動をはじめ、関係の顧問・生徒にお伝えくださいますようよろしくお願い申し上げます。
１　主催
愛知県立半田高等学校・名古屋工業大学しくみ領域
２　目的
大学・大学院の研究室を訪問し、専門的な領域や分野における高度な研究や、実験手法の原理原則を学ぶことで、参加校の自然科学分野における発展に寄与する。また、参加校生徒同士が協働して実験実習を行うことにより、積極性やコミュニケーション能力・科学系人材としての資質を向上する。
３　内容
(1) 名古屋工業大学において、「可視吸光光度法による鉄(II)とニッケル(II)の同時定量」の講義、講習を通して、吸光光度法（吸光度計）を用いた物質の濃度分析の原理や手法を学びます。

(2) 名古屋工業大学と同型の吸光光度装置が半田高校に設置してあるため、講習後は希望に応じて名古屋工業大学・半田高校の吸光光度計の利用が可能となります（応相談）。
４　場所
　　名古屋工業大学大学院しくみ領域　生命・応用化学専攻　高田・安井研究室（１号館３階）

〒466-8555 愛知県名古屋市昭和区御器所町
　　JR鶴舞駅　名大病院口から約400ｍ
　　地下鉄鶴舞駅　四番出口から約500ｍ
５　日時・講師等
　　８月２２日（木）　13:00～17:00　（受付12:30～13:00）　
　　講師　名古屋工業大学大学院しくみ領域　生命・応用化学専攻　安井孝志　准教授
６　対象
愛知科学技術教育推進協議会参加校・知多地区の高校生と教員。10名程度。
　　
７　申　込　別添様式の申込フォーム（本校公式WebサイトSSHのページhttp://handa-h.jp/ssh.htmlのからもダウンロードできます）に必要事項をご記入の上、本事業担当宛でＦＡＸまたは電子メールでお申し込みください。

　　　　　　※参加者多数の場合、高学年を優先とし、各校数名ずつになるように抽選で決めさせていただきます。予め申込み希望の生徒さんにお知らせください。
　　　　　　※引率教員は必須ではありません。
※教員のみの参加も可能です。
Ｆ　Ａ　Ｘ：　0569-24-7426
電子メール：　handassh@handa-h.aichi-c.ed.jp

　　　　　　申込締切：　令和元年７月１７日（水）まで
８　決定通知　参加の可否、については、７月１８日（木）までに各学校の申込み担当者宛にＥメールにて通知いたします。連絡がない場合は、お手数ですが本事業担当までご連絡ください。
９　その他　（１）参加料は無料です。ただし、会場までの交通費は参加者で負担してください。
　　　　　　（２）保険証カードを持参してください。健康上の問題がある場合は担当に相談の上申し込んでください。
（３）台風の接近等により特別警報・暴風警報の発令が予想される場合は、前日までに実施の有無を本校ＨＰにてお知らせします。

（４）参加者全員に障害保険（自宅を出てから帰宅まで）に加入していただきます（費用は本校ＳＳＨ事業費で負担します）。詳しくは企画当日にお知らせいたします。

担　当：愛知県立半田高等学校SSH部　小澤
電　話：0569-21-0249
ＦＡＸ：0569-24-7426

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail：handassh@handa-h.aichi-c.ed.jp
